
散
在
し
て
い
た
。
大
き
い
石
で
高
さ
三
、四
ｍ
。
そ
の
石

の
間
を
く
り
抜
き
、
採
石
し
た
と
み
ら
れ
る
横
溝
が
数

カ
所
で
確
認
で
き
た
（
写
真
参
照
）。

　

は
が
す
と
鋭
く
、
包
丁
や
動
物
捕
獲
の
矢
尻
に
使
わ

れ
た
黒
曜
石
の
利
用
は
、
一
万
年
余
前
の
縄
文
時
代
か

ら
と
さ
れ
る
。
伊
豆
や
箱
根
な
ど
で
も
産
す
る
が
、
信

州
産
は
特
に
切
れ
が
よ
く
、
信
州
か
ら
二
〇
〇
㎞
前
後

の
地
域
に
広
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
大
量
に
産
出
し
た

中
信
高
原
の
星
糞
峠
一
帯
（
長
和
町
）
は
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
、
和
田
峠
の
下
諏
訪
町
側
も
よ
く
知
ら
れ
る
。

信
州
の
住
民
は
縄
文
期
か
ら
八
ヶ
岳
や
中
信
高
原
の

山
々
へ
、
沢
沿
い
や
尾
根
を
利
用
し
て
、
登
っ
た
り
、

峠
を
越
え
て
搬
送
し
て
い
た
証
し
で
あ
る
。

　

茅
野
市
南
大
塩
の
尖
石
遺
跡
は
、
縄
文
集
落
の
第
一

号
と
し
て
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
、
国
特
別
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
。
近
く
の
富
士
見
町
で
は
約
一
六
〇
戸

の
竪
穴
集
落
が
発
掘
さ
れ
、
他
に
も
大
深
山
（
川
上
村
）

な
ど
標
高
一
三
〇
〇
ｍ
前
後
の
山
地
で
、
何
カ
所
も
の

遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
水
に
恵
ま
れ
、

狩
猟
や
山
菜
採
り
に
適
し
た
場
所
で
あ
る
。

　

た
だ
、
住
居
や
衣
服
な
ど
が
粗
末
な
時
代
に
、
高
冷

　

独
断
だ
が
、
六
、七
〇
〇
万
人
と
い
わ
れ
る
山
岳
愛
好

者
が
承
知
す
る
著
名
岳
人
は
、槇ま
き
あ
り
つ
ね

有
恒
、深ふ

か
だ
き
ゅ
う
や

田
久
弥
、ウ
ェ

ス
ト
ン
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
も
明
治
中
ほ
ど

か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
方
で
あ
る
。
が
、

そ
れ
以
前
の
山
岳
史
を
い
か
ほ
ど
承
知
か
。

　

山
は
太
古
か
ら
存
在
し
た
。
人
間
も
数
十
万
年
前
か

ら
い
た
。
彼
ら
は
山
と
海
に
生
き
残
る
す
べ
を
求
め
た

が
、
そ
の
記
録
は
な
い
。
日
本
人
が
山
や
同
朋
と
の
か

か
わ
り
を
記
録
し
た
の
は
、
八
世
紀
に
収
録
さ
れ
た
日

本
書
紀
以
来
で
あ
る
。

　

近
時
は
土
木
工
事
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
次
々
と
古

代
の
遺
跡
、
遺
物
が
発
掘
さ
れ
、
古
代
か
ら
人
が
奥
山

へ
踏
み
入
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
石
器
、

縄
文
、
弥
生
、
古
墳
時
代
を
通
じ
、
山
国
信
州
の
人
々
は
、

山
と
の
か
か
わ
り
は
深
か
っ
た
。

黒
曜
石
は
物
語
る

　

北
八
ヶ
岳
の
天
狗
岳
と
根
石
岳
の
間
に
、
目
立
た
な

い
ピ
ー
ク
だ
が
冷つ
べ
た山
（
二
一
九
三
ｍ
）
が
あ
る
。
そ
の

直
下
に
黒
曜
石
の
採
掘
跡
が
あ
る
と
聞
い
て
、
十
五
年

ほ
ど
前
、
岳
友
の
黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
経
営
の
米
川
正
利

さ
ん
に
案
内
を
求
め
た
。

　

麦
草
峠
を
越
え
る
茅
野
側
の
国
道
の
標
高
約

二
一
〇
〇
ｍ
地
点
か
ら
南
へ
、
わ
ず
か
の
踏
み
跡
を
横

断
状
に
小
一
時
間
歩
く
と
、
大
、
小
十
余
の
黒
曜
石
が

白馬村大出公園から望む残雪の白馬連山　撮影/佐々木信一

冷山の黒曜石

「
山
に
登
る
」

特 
集

信
州
の
山
岳

を
事
例
に 

山
と
日
本
人

 信州の山岳
 を事例に 

山と日本人

菊
地 

俊
朗

長
野
県
の
総
面
積
の
八
割
を
占
め
る
山
。
高
山
か
ら
低
山
ま
で
美
し
く
そ
び
え
る
山
々
に
魅
せ
ら
れ
、
幾
度
目
か
の

登
山
ブ
ー
ム
も
相
ま
っ
て
多
く
の
人
が
山
を
訪
れ
て
い
る
。
人
は
い
つ
か
ら
山
に
登
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
号
で
は
、
山
行
の
原
点
か
ら
現
代
の
登
山
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
な
ぜ
人
は
山
に
登
る
の
か
、
長
野

県
特
有
の
登
山
文
化
や
教
育
、
登
山
の
楽
し
み
か
ら
危
険
性
な
ど
、「
山
に
登
る
」
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
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